死に神よ　死に神よ！！　紹介ブログ
タイトル）行かせて！　早く行かなければ‥‥。
ベッドが揺さぶられていた。ベッドの脇に凪子は座り込んで、土台からベッドを揺さぶり続ける。

ベッドと一緒に凪子も揺すれ、部屋中がもっと激しく揺れ始める。

世の中全体が震え上がっているのだ。

――――行かせて！　早く行かなければ、彼に遅れてしまう。花瓶の水を替えにさえ行かなければ、わたしひとり死に遅れることはなかったのだ。何故止めるの、何故邪魔をするの！　凪子の泣き声が波になって押し上げられると、その間だけ、ベッドの揺れが小さくなる。

直ぐこの間、結婚して、気づくと彼のニ本の足がなくなっていて、いまは未亡人、まだ二十三歳だなんて、わたしは嫌！！
サイドテーブルの上の二人の結婚写真が振動で死の方へ移動していくのが見える。
わたしが足になってあげなければ、竜介は歩くことができないのだ、どんなに不自由していることか。今朝まで二人の前には長い人生がある筈だった――――
――――遺言ひとつなかった。この一週間、竜介はずっとこの機会を待ちつづけていたのだ。凪子一人残して、優しい言葉一つかけずに……。
凪子の嘆きが伝わってきます。あなたならどうなさいますか？
休養の後で、彼女は報復を選ぶのです。
　

凪子は、目的を果たすことが出来るのでしょうか？
あなたも、気になりませんか？　

　　　　　　　　　２０１１．３．２３　　ｐｍ１．３０　　エンマ

　
タイトル）大きすぎる靴！！

男はやや前かがみに、すり足で歩く。
歩くと大き過ぎる靴の先に詰め込んだ新聞紙が、かさかさと音をたてる。この靴を五百円で見つけた時の嬉しかったことといったらなかった。

今、靴は新品のように男の足許で陽光を反射させる。

男は仲間の溜まり場「リンチ」への階段を降りていった。

「江口君、どうだった？」先輩が声をかけてくる。
「いやあ、また駄目！　失敗です。一週間と持ちませんでした。ひどいものですね。じゃりの検診なんていったら、来るわ来るわ、まるで戦争ですもん。聴診器を当てても、泣き

声が邪魔になって、何にも聞こえやしない。やたら耳の穴に聴診器を突っ込むから、耳の
なかが痛くなって、それで無意識に頸に掛けたまま聴診器を当てていたという具合で‥‥」
「はあ、やったか。それなら俺もやりそうになったことあるよ！」

「僕はこの間、東西病院を辞めさせられたばかりですよ。ついていません。何をやらかしたって？　長野さんも楽しそうに聞きますね。右と左を間違えたんです。肢ですよー」
「あれえ！　患者の奥さんに横恋慕したから、間違えたなんて、疑われるなよ」
――――なにやら、いわくありそうな男たちが、たむろしているようです。
誰かが男の靴先を踏んでいきます。男は椅子の背から白いカバーを剥ぐと、丁寧に靴を拭います。何もかも動いていました。店内の照明まで回転しています。
「江口先生、いらっしゃいましたら、至急ご自宅にお帰り下さい。お父様がご危篤だそうです」店内放送の女の声が繰り返しています。男はカバーのほこりを払ってから、椅子の背に掛けなおし、ゆっくりと立ち上がりました。

男は凪子の目指す相手なのでしょうか？　二人は複雑に絡み合いながら、終末へと突き
進んでいきます。
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